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人生を左右する勘違い（ヨハネ5:9-18）
　「私は幸い。あなたも幸い」皆さんがいつでも、どんな状況でもこの告白ができる幸いな存在であることを忘れないでいただきたいと思うし、その根拠は皆さんがイエス様をキリストとして信じて心に受け入れたというひとつだけです。それなのに、その人生、永遠なる運命を左右するイエス・キリストを信じることが妨げられる勘違いというものがあります。小さな勘違いは小さな結果で終わるでしょうが、もしその勘違いがその人の永遠の運命を左右する、永遠のいのちなのか、永遠の滅びなのかを決めてしまうような勘違いであれば、それはその勘違いから解放されて目覚めないといけないと思います。なにがそのような勘違いであり、だれがその勘違いに捕らわれるようになるのかということを考えていきたいと思います。

　今日お読みしました聖書の箇所に、その代表的なケースが紹介されています。イエス様が38年間、病気を患い続けていた人をいやされました。しかし、その日がたまたまだったのか、わざとだったのかは分かりませんが安息日でした。それでユダヤ人が、彼が今までお世話になっていた床を取り上げて歩くようになりました。床を取り上げてたたむ、そして歩くという行為がユダヤ人の安息日の決まりに違反するものなのです。彼らは安息日に仕事をしてはいけない、労働などをしてはいけない、遠い距離を歩いてはいけないとしていました。それは神様が確かにおっしゃいました。それを徹底的に守るためにどんどん細かく規定を作るようになりました。それで安息日は病人の人がいても病人を治す医療の行為も、それもひとつの仕事なのでだめで、またなにか良くなったということで、今ある床を取り上げてという行為も仕事なのでだめだと、そこまで細かく決まりを持つようになりました。それは悪いという意味ではなく、彼らは神様に対しての忠誠心で安息日をできるだけ徹底的に正確に守ろうという一心でした。そういうユダヤ人の目から見たときには安息日に彼がいやされて床を取り上げて歩き出すということは到底許されないことなのです。単純に私たちは「人がいやされたのだから良いじゃないの」と思うかもしれません。でも、ユダヤ人は人がいやされることが嫌だと言う悪い思いではありません。彼らの伝統、文化、神様への忠誠心という背景があってこのようなことがあります。それで、「これは神様に対して、また神の律法を破って違反することなので、安息日の規定を破ることでだめだよ」とダメ出ししました。すると、そのいやされた人が「私をいやされた方が取り上げて『歩け』と言われたので私はそうした。私を38年間、だれも手を付けることができなかった私の病気を一言でいやされた方がメインじゃないのか」と言います。それでユダヤ人がまた聞きました。「だれがあなたをいやされたのか」しかし、彼はそれがイエス様だと知らなかったので、のちほどイエス様が宮に現れたときに彼に「わたしがあなたをいやしたのだ」とお話をして「もうこれからは二度とこういうことがないようにしっかり気を付けなさい」とおっしゃいました。それで彼が「私をいやされた方がイエスです」と告げました。当時、イエスと言われる噂になっているので有名で分かります。聖書にはこう書いてあります。16節「このためユダヤ人たちは、イエスを迫害した。イエスが安息日にこのようなことをしておられたからである」イエスが安息日を破ったということです。神様が安息日には仕事もしないで休みなさいとおっしゃったのではないか。確かにそうなっています。そのためイエス様が病人をいやされた医療行為も仕事に当たるものなので安息日を破ったとし迫害を始めました。イエス様を見る目がそのような目になってしまいました。そのときにイエス様がおっしゃいました。彼らに答えられた。「わたしの父は今に至るまで働いておられます。ですからわたしも働いているのです」どういう意味でしょうか。これからその意味を説明しますが、わたしの父、神様が今、働いていらっしゃるから、だから、わたしも働いているのだ。安息日は神様が働いておられるということなので、わたしもご自分も神様と等しく、神様ご自身だという意味です。だから、わたしも働いてなにが悪いのか。当たり前で当然なことをやっただけとおっしゃったのです。すると、ユダヤ人はイエス様が安息日を破っただけでも腹を立て迫害するつもりだったのですが、イエス様が神様とご自分を等しく、一緒だとおっしゃっていることなので、ユダヤ人が聞きますとこの文章ですぐわかるような表現です。だから、もうこれは許せないということでイエス様を殺そうと思うようになったきっかけになるのがこの事件です。それで、そのあとイエス様が今日は読んでいませんが神が御子にすべての権限、すべてのことを譲られ託されて、神様がなさっていたことを御子キリスト・イエスがすべてをやるようになっていて、だから、わたしに来るもの、24節を見ると「わたしの言葉を聞いてわたしを遣わした方を信じる者は永遠のいのちを持ち、裁きにあうことなく死からいのちに移っているのです」とおっしゃいました。つまり、彼らは、その勘違い、小さい勘違いではなく、勘違いなのですがそれによってイエス様を迫害するところまで行きました。その結果、彼らはこのイエスをとおして神様が与えようとしていらっしゃる永遠のいのちの祝福ではなく、滅びのままになってしまうのです。人の人生の永遠なる運命が分かれるようなところです。ユダヤ人の勘違いはその勘違いでした。

なぜユダヤ人はこのような勘違いをしてしまうようになったのでしょうか。そして、それがなぜ勘違いなのでしょうか。ものすごく怖いことです。ひとつの勘違いというものはそれが結局、すぐに固まって思想観になってしまうので、なかなかそこから抜け出すことができません。特にユダヤ人の安息日に対する勘違いなのですが、それを代表としてすべてを勘違いして、神様ご自身に対してももちろん勘違いしています。その結果がイエス様のことを拒否し迫害する方向に進むようになったという勘違いがあるのです。サタンは今も世界中の多くの人、ときには教会に通っているクリスチャンでさえこのような勘違いに捕えることによって、とにかくイエスを迫害し、イエスから遠ざかるように、イエスの名を呼んでいてもイエスを小さくしてしまったり、イエス、プラスなにかがあるかのように思わせているものです。それにユダヤ人が見事に、特に神への忠誠心、神様の律法を命を張って守るつもりの勘違いに走るようになりました。私は正直、小さいときから教会に通っていましたが、悪い思いではなくてもよく分かっていないと勘違いがなにか気づかないで、そこから自由にならないとクリスチャンでさえ勘違いなのか知らないで一生懸命やるつもりでこの勘違いに走り、最終的な結果はものすごく残念な結果になるということをたくさん見てきました。ですから、今日、礼拝を捧げている兄弟姉妹の皆さんはもしかしてそのような勘違いがあったとすれば、今日限りで全部捨てるようにしてください。この勘違いから自由になっていただきたいと思います。

そのためにまず安息日というものがどのように始まったのか、そのスタートはいつ、どんなことだったのかということをまず考えないといけません。安息日というのは創造の神様がこの宇宙と万物をつくられて最後に人を神のかたちにつくられました。その創造の仕事、働きが終わったときに神様がその創造のすべてをご覧になって「見るに非常に良かった」とおっしゃいました。それから、神様は休まれました。そのときから安息日が始まりました。だから、安息日の起源がそこにあります。安息日という本来の意味は神様が休まれたというのは、仕事をしたので疲れて休まれたとか、神様に疲れなどはありません。そこで休まれた、それで安息日が始まったというのは神様が今までなさった創造の働きが完璧だった、これっぽっちも手をつけ加えることがないように完全で完璧なものだったという意味です。神様ご自身がそのような方なので、神様がなさったこと、神様の仕事もそのようなものなのだというところから安息日が始まるようになります。つまり、安息日の本来の意味は私たちが創造の働きに加えて協力してなにかをやったわけではなく、私たちは被造物で創造の神様がご自身がひとりでご自分ですべてを完璧になさった、神様が創造の働きをしかも完璧に、完全なる働きをなさったというのが安息日です。ですから、逆に人間の方から見ると神様ご自身が完全で、神がなさったことが完璧で十分であれば、こちらではやるべきことというのは神がなさったような仕事ではなく、神の仕事を心から喜んで受け入れて味わい楽しむことだけです。それを休むと言います。それを安息と言います。安息日というのはそういう意味で仕事、労働などをしないで、普段の仕事などを全部止めて休みなさいと言われているのはそのような意味があります。神様が仕事をするから。神様が仕事をなさったから休みなさい。「昨日まで畑の仕事をしたりいろいろやりましたが、今日から安息日だね。だから、今までの仕事をやってはいけない。休もう」とその休もうとするときに「休みなさい」と言われたことを覚えるたびに「神様がなさったでしょう。神様がなさったことは完全で完璧でしょう」ということを覚えてもらって告白してもらうためのものが安息日なのです。休むのがメインではありません。分かりますか。それで私たち人間の方はその完全なる神様、また完璧な神様の仕事の中でそれを信じる信仰だけです。それが安息のメインです。神様がなさることの完璧さを信じる信仰を持つということが安息日を守るということです。そして、それを信じるだけです。それからはそれが完璧なのでこちらのなにかが神様がなさったことと同じ次元、同じレベルでプラスになるようなことはありません。それをそのまま喜んで味わえばよいのです。お父さんがお金を稼いでいっぱい持ってきたら、子どもたちは使うだけという意味です。そういう意味でお父さんが仕事をなさっていた、「今仕事をしないでお父さんの給料で暮らしなさい」という意味ではありません。たとえばお父さんが仕事をしてお金をもらってきてそれが完璧な場合は子どもと家族はそれを使う、だから、お父さんがお金を稼ぐために仕事をしていると家族はゼロです。それが安息日です。「休みなさい。労働もストップしなさい。あなたがたがやったことはなにひとつないよ」という意味です。それでそのときから人間は神様にあって、神様の完璧な仕事、御業の中で信仰をもって喜んで味わい、それを開花させていくという存在です。それを安息と言います。ですから、もう心配もないし苦労もないしそれが安息になります。
そのように安息日が始まりました。しかし、皆さんご存知のように創世記3章のところで悪魔、サタンに惑わされ人は取り返しのつかない罪を犯すようになります。その罪を原罪というでしょう。罪を犯したそのことによってこのように与えられた真の安息をすべてまるごと根こそぎ失われるようになりました。それが罪というものです。その時以来、安息、真の安らぎというものが絶対にありません。得られません。「でも大変なことがありましたが、それが終わって安心してほっとして安息しました」そういうのは安息とは言いません。完璧な神様とともにおられて、神様の完璧さを信じる信仰、その中に身を投げるようなことでなければ安息はありえません。罪によって悪魔に惑わされることによってこのような人間に絶対的に必要な安息、安らぎを丸ごと全部失うようになりました。そのときから安息日の意味が変わります。そのときから神様が安息日を守りなさいとおっしゃりますが、それがモーセのときから具体的に成文化されるようになります。それでそのときから安息日の意味は何かというと「人間になにより絶対的に必要なるものは神から与えられる安息なのだ」というメッセージです。真の安らぎ、この世の中からは見つけることができない、得られない、神から与えられ完璧な完全なる、永遠なる神様とともにおられることによって、その神を信頼することによって得られる安らぎ、それが人間になにより必要なものなのです。私たちはお金がなにより必要だと思うかもしれません。愛情が、あるいは技術の発展がなにより必要だと思うかもしれません。私は最近、いろいろなことを考えます。今、開発途上国は衛生管理がでたらめで病気で死ぬ人が多い。だから、医療が発展し先進国の方はそのようなことが無くなりました。だからといって、それでよくなったと言い切れるかということです。人が病気にならないで長生きするとなにが良いのでしょうか。それで本当によいことがあるのでしょうか。よくよく吟味して考えてみてください。あまりにも悪魔にやられっぱなしなので頭がどうにかなってそのような事を正常に考えることができない、とにかく、病気にならなければよいと。健康な人が良いことをやっているのでしょうか。世の中はそういうところなのです。ですから、人間、人類に絶対に必要なのは医療の発展ではなく、真の安らぎです。犬や猫にはそのようなことはいりません。人間は神のかたちに作られたたましいのある霊的な存在なので、人間に必要なのは皆さんが必死で、ときにはそのために命も投げ捨てるほど大事にしているそれではなく、神から与えられる真の安らぎ、真の安息がなにより絶対的に必要なものです。そのメッセージが安息日です。だから、安息日が訪れるたびに旧約のときにはだいたい今でいうと土曜日でした。1週間働いて「明日から安息日だね」となると本来は「そうだね。1週間なにもしらないでアップアップ仕事をしていたけど本当に必要なのは神からの真の安息なのだね。私に絶対必要なのは」となるはずです。実は6日間のすべてもそのためにあるものなのだよということを思い起こさせて覚えてもらうために安息日を神様は定められました。そういうサイン、そして、それを忘れないできちんと覚えてもらうために「仕事を止めなさい。労働を止めなさい。あまり長い距離を歩くな」とおっしゃったのはその行為と行動の問題ではなく、それをとおして「ああ。あなるほど。私に今必要なのは安息なのだ。真の安息なのだ」と思うようになること、それが安息日を与えられた理由であり、安息日を守るということです。特に旧約の時代では。
それから、その安息日自体がそうであるし、その時になぜ労働やいろいろなことをやらないで休むようにおっしゃったのかというと、創造のときと同じ原理でこの真の安息、絶対に必要な真の安らぎが人間自らはつくることができないし、人間の世界、世の中ではその安息に預かる、その安息を手に入れる方法などはまったく絶対にないという意味です。あなたがたの仕事によって、あなたがたの努力によって、あなたがたの技術や、あなたがたの知識や、あなたがたの愛情や、あなたがたの気配り、あなたがたの思いやりなどでは真の安息は絶対に得られません。人間に絶対必要な真の安らぎと安息は創造の神様にのみあるものであって、神様だけが人間に与えることができるものです。そういう意味が休みなさいと言う意味です。でも、ユダヤ人はこの意味をまったく全部丸ごと捨てて、「休みなさい。仕事をしてはいけない」ということを徹底的に守りました。それは安息日を守ることではありません。もちろん、旧約のときにはその行為を守らないといけません。でも、その行為を守ることがなにかというと信仰告白です。「私には安息が絶対的に必要なものです。他のなにより絶対的です。しかも、その安息は私からは、この世の中からは得られないものです。神にのみあるものです。私たちのほうは０です」という告白のために「休みなさい。あなたがたにはできない。あなたがたのものではだめだしいらない」というサインなのです。だから、長い距離を行かなかったら守ったわけではなく、だったら安息日に仕事をしてもいいのかという意味ではありません。先週、2部の礼拝でも申し上げましたように、仕事をしてはいけません。仕事を休みながらなにをしないといけないかというと「私に絶対的に必要なのは神からの真の安息であり、それは私からは絶対に生まれないもの、この世の中では絶対に得られません。それがお金でも技術でも人の愛情でもなにでも、そこから真の安らぎは与えられません」と告白しないといけません。それが安息日を守るということです。そのために安息日を定められいろいろな規定を神様は定められました。だから、その規定を文字通り守るだけであって本来の本質の意味はまったく守っていない、それは守ったとは言えません。それがユダヤ人の勘違いです。なぜこのような勘違いになったでしょうか。怖いです。神の言葉にあるではないかと出るから怖いのです。霊的な事実が分かっていないと中心がずれます。それを勘違いと言います。それが固まって思想になります。伝統をとおしてずっと受け継がれるようになります。どんどん細かく深く固まって固くなって行くようになります。それがイスラエルの歴史です。それが人類の歴史です。安息日の本来の意味がどういうものなのか分かるでしょうか。だから、神様にのみあるので神様が私たち安息を失った罪人である私たちのために人類のためにその真の安らぎ、安息を与えようとして神は働いていらっしゃるのです。神様しかできないので。だから、短くまとめて申し上げると安息日を守るということは仕事をやめてなにかをやらないで休むということです。休むときに「神様が働いていらっしゃる。神様にしかできないことだ。神様は今も私に安息を与えようとして働いていらっしゃるのだ」と思うことです。だから、安息の意味は神が働かれた、神が働いていらっしゃるのだというのが安息日です。それゆえ、私たちは休むしかありません。できないので。それが本来の安息日の意味です。だから、イスラエルの民が安息日を守るたびに、安息日を迎えるたびに「私たちには絶対できない。世の中にはどんなすごいもの、どんなすばらしいものでも絶対に得られない、真の安息のために神が今も働いていらっしゃるのだね」という告白が安息日なのです。どのようにでしょうか。その神様が１００％なさるということです。１００％、２００％。私たちは０．０どころかマイナスです。だから、安息日を守るというのはそういうことに思い起こして、それを告白してもらうためです。それでイエス様が今日おっしゃったのは「神、父が働いておられるから、わたしも働いているのだ」ということです。安息日はただ休むというのがメインではありません。なぜ人間が休むのかというと、神様が１００％なさることでそうしないといけない問題ですから、休むのがメインではなく、「神様がなさります。安息のために神様が働いていらっしゃいます。神にしか希望はありません。なるほど。私に必要なのは安息なのですがそれは神様にしかできないし、神様はそのために今も働いていらっしゃるのだね」と安息日を迎えるたびに気づいて告白し、心から感謝するようになるということです。

この安息日をどのようにして神様は人々に、この人類に真の安息、絶対に必要な安息を与えるために働いていらっしゃるのでしょうか。それが最初からの約束なのです。メシヤ、キリストを送ることによって、人類に、人々に真の安らぎと安息を与えられるようにされました。それが神様の働く方法です。キリストを送ることによって。つまり、安息日を迎えるたびに、全部をまとめると、どのようにならないといけないかというと、「神様がキリストをとおして、キリストを送ることによって私のため、人類のために安息、救いの仕事をしていらっしゃるのだな」と告白するようになることです。その信仰から離れないで、その信仰を守ってもらうために安息日を定められました。つまり、安息日を破ったということはそこを裏切るということになるので、ものすごく厳しく罰せられていました。彼らは意味が分かってやったのかどうかわかりませんが、彼らは安息日を破るということは、彼らが神経をとがらせてイエス様を迫害しようとしているように、安息日を破ることに対しては旧約の聖書を見るとものすごく厳しいのです。なぜでしょうか。仕事をやめなさいとおっしゃったのを、その仕事をちょっとやったのがそんなにたいしたことでしょうか。それは神の救いを否定し、キリストを否定することに結局はなってしまいます。だから、そういうことなのです。神様がキリストをとおして安息を与えられる仕事をなさる、それは救いです。救いの働きをおられる、これが安息日のテーマです。
そして、この安息日がどのようにいつ成就するようになるのかというと、イエス様が38年もの間、病気を患っていた人を癒されました。それをとおして、この神様がキリストをとおして人々が束縛され捕らわれていて、運命に捕らわれている人々をそこから自由にし、キリストをとおして真の安息を与える、それが安息日です。そのことが今、イエス様がなさったこのことなのだよということです。今イエスがそのことをなさったのだ。つまり、イエス様が38年もの間、病気を患っていた人をいやされたということこそ安息日を守るだけでなく、それが成就された行為です。イエス様がおっしゃっているのはそのことです。父が働いていらっしゃるからわたしも働いている。安息日は父、神様が安息を与えるために働くというシーンです。働くという意味です。それをいま、わたしはやっただけです。なぜかというと、わたしがその安息の主、神様が安息を与えるための方法、道であるキリストなのだから。つまり、イエス様が病気の人をいやされたのはユダヤ人から見たときには、勘違いから見たときには安息を破ったことなのですが、それは安息日を成就したことなのです。勘違いはこれほど怖いです。

それから、イエス様は「だからこのイエス様が安息の主、キリストですよ」ということを信じて受け入れる者は永遠のいのちを持ち、裁きにあうことなく、死からいのちにうつっているのです」とそのような人生の運命を左右することなのだとおっしゃいました。つまり、イエス様が38年も病気を患い続け居ていた人を一言でいやされたということは安息日が成就されたことです。だから、たぶん、わざと安息日にその行為をなさったのかもしれません。それこそが安息日なのです。つまり、安息日が今まではキリストが来られることによって成就すると言われていたものが、そのキリストが来られてイエスがキリストなのです。その証拠として安息日の仕事をイエス様がしておられました。そうならば今ユダヤ人は安息日を破った、守ったと言っているのですが、本当の意味でイエス様が来られて、キリストが来られた以上、安息日を守るということはどのように変わるのでしょうか。仕事をしないで長い距離を歩かないということではなく、そのすべてが「これからキリストをとおして神様が安息を与える、そこにしか真の安息はありません」というメッセージだったのですから、そのキリストが来られました。その方がイエス様です。安息日を守る、つまり、永遠の運命が左右される安息日を守るということは、そのイエス様をキリストとして信じて、このイエス様の中にある真の安息の中に入っていくと言うことが安息日であり、安息日を守るということです。話がまったく難しくないと思いますが、皆さんの顔を見ると難しい話を聞いているような気がしますが、全然、そうではありません。ただ、もしかして皆さんも勘違いしていればものすごく難しい話でしょう。ユダヤ人はこの話が理解できません。ユダヤ人の勘違いは安息日は仕事をしてはいけない、動きをしてはいけない、長い距離を歩いてはいけない、旧約にはそう書いてあります。それを徹底的に守ることだと思っていたのですが、「だとしたら守らなくてもいいの」ではなく、「それを守る意味がなにかというと神様にしかできない、神様はキリストをとおしてその絶対に必要な安息を与えられるのだよ。それを忘れるな。つまり、キリストを見上げなさい」。これが安息日です。そのキリストが来られた以上、イエスがそのキリストだという証拠が38年もの病気の人を一言でいやされたということです。イエスがその安息の主であり、イエスがキリストです。そうならば、今までのキリストに出会ってイエス様を信じて受け入れる、そのことによって真の永遠なる安息に入るためのすべての配慮だったので、それも終わりです。イエスを信じることが安息日を守ることであり、そのイエスの中にある真の安らぎの中に入っていくと言うことが安息日を守ることです。つまり、旧約のときは「私に真の安息が絶対に必要だ」ということを告白しないといけないし、これから来られるキリストの中にこそ、その真の安息、安らぎがありますと告白することが安息日を守ることです。その形が仕事をしないで休んで、いろいろあったのです。でも、いろいろやりながらそのメインはやりません。それは守ったことではなく破ったことです。ユダヤ人は自分たちは安息日を徹底的に守っているつもりなのですが、徹底的に破っているのです。それが勘違いの怖さです。
そして、新約の時代、キリストが来られたときには安息日はそれでもありません。その来られたキリスト、イエス様をキリストとして信じて告白することが安息日を守ることです。いつでも。今でも土曜日だけを安息日だと主張するどこかの団体がありますが、それはとんでもない話です。ユダヤ人と同じ勘違いです。そして、このイエス・キリストを信じて受け入れるときに永遠のいのちを持ち、裁きにあうことなく死からいのちに移っているのです。このような永遠の運命を左右する変化がその人に現れるようになるということです。先ほども申し上げましたように、ユダヤ人のように仕事をしないで休むということが安息日を守ることだと勘違いすると、自分なりには安息日を守ることが安息日を破ることです。最終的にイエス様を拒否するようになりました。それこそ安息日を徹底的に破ることです。その結果、永遠のいのちでなく、永遠の滅びのまま、そして、裁きのまま、死のままの状態になってしまうのです。勘違いはこれほど怖いのです。いまだに中東のイスラエルという国の名前を持っている人々のほとんどはこの勘違いのままです。

それから、この聖書を取り上げて教えているところの中でも、このような勘違いをしているところが結構多いです。それは未熟なせいもあると思いますが、昔は日曜日もブルージーンズを着て教会に来てはいけませんでした。昔は教派の方では徹底的でした。夜、ひげをそっていて12時になると半分でもそこでストップしました。安息日だから。今、その安息日があるでしょうか。土曜日なのか日曜日なのかで喧嘩をしているのですが、日曜日も安息日ではありません。真の安息を持っている人々が、この安息を確認して、この安息は全世界に広がらないといけないので集まるだけであって、この日だけが安息で土曜日から日曜日に移ったとかいうことではありません。安息日はなんでしょうか。神が働いていらっしゃった。それで完璧だった。罪を犯したあとは神がキリストをとおして安息のために働いていらっしゃいます。そして、それが完璧です。それを恵みと言うでしょう。だから、そのキリストが来られ、イエスを信じることが安息日を守ることです。皆さん、イエス様をキリストとして信じて受け入れたのでしょうか。皆さんは安息日をすべて守った方です。これからは安息日をどのように守ればよいでしょうか。日にちを決めるわけではありません。これからはイエス様をキリストと告白すること、それが正しくできないように邪魔するなにかの頑固や考え方、価値観があれば全部捨ててください。勘違いです。それが世の中に通用するかもしれませんが、それは霊的な事実が抜けているまま成り立っている思想でしょう。それは全部勘違いです。どんなにいのちを懸けて死守しようとしても勘違いです。霊的なことが分かっていないまま、皆さん生まれてから今までずっとなにかの形で入り込んでいるものではないでしょうか。それは勘違いだと認めないといけません。とにかく、イエス様がキリストですという信仰告白が一番先頭に、真っ先に立つようにすることを邪魔する考え方があればそれは全部勘違いです。なにがなんであれ。まずそれをすることです。
それから、皆さんが信じて心に受け入れたそのイエス様が安息日を成就された、安息の主、キリストであることを常に告白するようにしてください。それが安息日を守ることです。日にちの問題、仕事の問題ではありません。その安息の主、イエス様を信じて受け入れた自分がどのような祝福を受けて、どのように変わっているのかということを確認し、それに確信を持つようにしてください。それが安息日を守ることです。今日の聖書の中でイエス様がおっしゃいました。イエス・キリストを信じて受け入れることは小さいことではありません。なにかの勘違いでそれが邪魔されたら「永遠のいのちを持ち、裁きにあうことなく死からいのちに移っているのです」と関係なくなります。運命を左右する勘違いになります。ですから、皆さんは神様の恵みによってその勘違いから自由になって「イエスがキリストです」と信じて告白するようになったでしょう。それがどれほどすごいことなのかを常に確認し、心から確信をもって感謝し豊かになること、それが安息日を守ることです。「土曜日だ、12時からだ」とか言っても、イエスがキリストだと告白できなければ、それは安息日を破ることです。安息日は一言でイエスがキリストですと告白し、真の安息にあずかってもらうために許されているものです。それ以外には、イエス・キリストの他には道がどこにもないということのために仕事をやめなさいとおっしゃったのです。オンリーキリストのために仕事をやめなさい、労働をやめなさい、遠い距離を歩かないようになどといろいろおっしゃったのはオンリー、キリストなのだよというメッセージなのです。だから、キリストが来られた以上、その細かいひとつひとつはもう終わりです。日々、毎日が安息でないといけません。それを皆さんは永遠の運命が左右される、そのような勘違いから解放されて、この選択をするようになった方です。それゆえイエス様をキリストとして信じた自分に対して、それは最高の選択だったという自負を持つようにしてください。まぎれもない自負を持ってください。これが安息日を守ることです。いまだに日曜日だから車に乗ってはいけないというところがあります。昔はそうでした。車に乗るとお金を使うでしょう。だから、そのようなユダヤ人の名残みたいなものが残っていて、しかも悪い思いではありません。徹底的に安息日を守るつもりでしたのです。「だから、日曜日はどうでもよいのか」ということではなく、このキリスト・イエスを黙想して安息の祝福を存分に味わうことに邪魔になることは排除して行くということが守ることです。律法的な内容ではありません。だから、車に乗らないでキリストの祝福とその喜びとそのキリストの確信がないと、それは安息ではないのです。
もう一度言いますが、神様はどれほどキリストに徹底していらっしゃるのかということが伝わって欲しいなと思います。安息日を徹底的に厳しく守るようにしていらっしゃったというのは、それほどオンリー、キリストという意味なのです。他のところになぜでしょうか。霊的な事実が分からないと、そこからスタートしないと必ず中心が別のところに行くのです。キリストと言いながらも。それが勘違いです。必ず論理的にその主張というものがあります。もっともな何かがあるわけですから必ず固まっていくようになるのです。皆さんの中に刻印されているものは全部そういうものです。キリストの他にはすべてちりあくた、それが安息日ということです。そのときに真の安息を本当に味わうようになるでしょう。

それから、その告白とともにこのキリストにある安息、別の言葉で言うと完璧な救いです。完全で十分な、また永遠なる救いの祝福、なにかによって変わることがありません。皆さんの弱さの上でも、世の中の厳しさ、険しさの中でも、いろいろな心配事や事件や様々な出来事の中でもこの安息は保たれるようになります。なぜかというとキリストによる救いが完璧なので。それが安息の意味です。神がなさったことは完璧なのです。変わることがありません。その象徴的な言葉がインマヌエルです。それを存分にとにかく味わうこと、それで豊かになること、それが安息を守ることであり、最後に「神が働いていらっしゃるからわたしも働いているのだ」とイエス様がおっしゃったように、安息日は神様の方からは人の安息のために働くというのが安息なのです。休むのが安息ではなく、安息のために神が働くということです。それをイエス・キリストがなさいました。今の私たちはそのイエス・キリストが皆さんひとりひとりの内側にともにいらっしゃいます。私たちも安息日を守ることは「イエス・キリストが安息のために世の中のすべての民族、皆さんの現場の周りの人々に真の安息が必要で、その安息を与えるために働いていらっしゃるから私も働くよ」が安息を守ることです。それを伝道と言います。それが仕事です。なぜ仕事するか。それに当たるものではありません。神が働いていらっしゃいます。安息日は神が安息のために今働いていらっしゃるのです。安息日のメインは神が働いていらっしゃることです。創造の場合は神が働かれたのだ。だから、安心して休みなさい。安息日は神様が安息のためにキリストをとおして働いていらっしゃるから、十字架をとおしてもう働かれたのであなたがたは安心してイエスを信じて永遠の安らぎを存分に味わいなさい。だから、安息日のポイントはユダヤ人のようになにかを物理的に休むと言うところに持っていきがちですが、そうではなく、神が私たちのためにキリストをとおして働いていらっしゃるのです。だから、そのキリストは今の時代は私たちを世の光、聖霊が宿っている神殿として、王である祭司と呼ばれて、それにふさわしい身分と権威とすべてを全部与えられて私たちを世に遣わされました。だから、イエス様が今、ユダヤ人の前でおっしゃっているようなことを今私たちが言うようになっています。イエス・キリストが安息のために世界中の安らぎのために今も地球の終わりまで働いていらっしゃるから私も働いている。イエスさまを信じなさい。それが安息日を守ることです。伝道に重荷がない人は安息日を守ることではありません。皆さんの身の周りの人々を見てください。本当の安らぎがそこにあるのか。暗闇の力に制せられて安らぎなどはまったくありません。偽物のなにかでほっとしている人はいるかもしれませんが、そのような人々を見てその暗やみの力が私とともにおられるイエスの御名によって砕かれることを祈りつつ、彼らに私に与えられたキリストによる真の安息が与えられるように祈り、その機会を虎視眈々と狙って準備をしている人が安息日を守ることです。日曜日に必死に教会に通って奉仕をするのもいいのですが、そうしながらそちらには全然興味がないと言うのは安息日とは関係ありません。安息日に対しての勘違い、信仰、神様に忠誠心を持って神に徹底的にやるということの勘違い、クリスチャンの多くの人はユダヤ人のような勘違いを持っているのです。その勘違いから自由になってそれを皆さんの内側から否定してください。それはルールも決まりもないと言う意味ではありません。ルールはなにがルールでしょうか。イエスがキリストであって、とにかくそれが宣べ伝えられて、イエスがキリストであることが受け入れるということ、これがルールです。それ以外には道がありません。それ以外にはどこにも道がありません。希望がありませんということが安息日です。安息日はそのメッセージです。その代わりに皆さんはもうすでに安息日の祝福の中に入っていらっしゃる方であり、だから、永遠の運命が左右される中で祝福の世界に導きいれられている確信を持ってください。なぜでしょうか。ユダヤ人のような勘違いではなく、その勘違いを解いてイエスがキリストですと告白しました。それがどれほど大きな祝福であり奇跡であり、また人生最高の選択だったのか噛みしめていただきたいと思います。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。ユダヤ人が勘違いしていたようなものが私たちにもあります。今日のメッセージをとおしてその勘違いすべてを解いて、イエスがキリストである告白を思う存分、また正確に捧げることによって、福音宣教の決心をすることができるようにひとりひとりを祝福してください。なによりイエス・キリストを信じて永遠のいのちの祝福にあずかっている自分をもう一度見つめ直すことができるようにひとりひとりをかえりみてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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